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夕張をもっと好きになって！
６月１６日、株式会社北一蔵重商店からゆうばり小学校の生徒たちに、夕張メロン20個がプレゼントさ
れました。夕張の子どもたちにもっと夕張を好きになってほしいと思い、３年前から地元の誇り夕張メロ
ンの寄付を続けてくれています。
今年は初競りで最高値をつけた150万円のメロンも、６年生に寄付していただきました。
子どもたちは、給食の時間に美味しくいただきました。

●市長とのふれあいトークを開催しました………………………２
●拠点整備事業……………………………………………………３
●各種健康診査を実施します……………………………………４
●結婚新生活を始めるための費用を助成します！……………７
●後期高齢者医療制度のお知らせ………………………………８
●夕張市の財政状況………………………………………………10
●夕張市財政再生計画の変更と補正予算の内容……………11
●キラリ!～魅力ある高校づくりへの取り組み～………………12



問合せ先　市まちづくり企画室　☎52-3141
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問合せ先　市建築住宅係　☎52-3119
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※追 加 検 査
申込 み 不 要

各種健康診査を実施します平成29年度
がん検診、特定健診などの各種健康診査を各地域で実施します。
身体の異常を早期に発見するだけでなく、自分の健康状態を知るために、健診を受けましょう！

●昨年度に今年度の健診予約をされた方で変更がある場合は、６月下旬に送付している
　「予約内容 変更届」にて市にお知らせください。（本紙折込の申込書は不要です）
●胃がん検診は、血圧が高いなどの場合に医師の判断で検診が受けられないことがありますのでご
了承ください。
●乳がん検診は、国の指針改正により視触診検査の効果が十分ではなく推奨しないとの見解が示さ
れたため、乳房レントゲンのみの検査となります。

●子宮がん・乳がん検診は、午前中のうちに 特定健診など他の健診と同時に受けることができます。
   （午後からは、子宮がん・乳がん検診のみの実施になります）

対象者は、①夕張市国民健康保険加入者②後期高齢者医療制度加入者③生活保護受給者です。それ以
外の方は、自分の加入する健康保険の事務所に問い合わせください。

子宮がん・乳がん検診の受診間隔は２年に１回で、今年度は西暦奇数年生まれの方が対象です。
西暦偶数年生まれの方で、無料クーポン券該当者や過去に一度も受診したことのない方、２年以上受診し
ていない方は受診できますので、申込書の通信欄にその旨を記入してください。

《 お知らせ 》

★特定健診、後期高齢者健診などの健診

★各種がん検診、エキノコックス症検診、肝炎ウイルス検診、骨粗しょう症検診
（健康保険の種類に関係なく受診できます）

年齢は、平成30年３月31日現在の年齢です※喀たん検査、エキノコックス症検診は検診当日の申し込みとなります。

※追加検査を希望する方は、健診日当日、実費負担(心電図検査1,539円、眼底検査1,026円)で受診できます。
　貧血検査は、血液検査の項目の中に含め全員に実施します。

健　診　名 検  査  内  容 対　象　者 料　金

昨年の健診結果から必要と
判断された方

後期高齢者医療制度加入者

40歳以上の生活保護受給者
(平成30年３月31日現在の年齢)

身体計測、血圧測定、医師診察、
尿検査（糖･蛋白）、血液検査（13項目）

身体計測、血圧測定、医師診察、
尿検査（糖・蛋白）、血液検査（11項目）

身体計測、血圧測定、医師診察、
尿検査（糖･蛋白）、血液検査（13項目）

特
定
健
診
等

特定健診

後期高齢者健診

健康増進法による
健診

心電図・眼底

40歳以上の夕張市国民健康保険加入者
※対象者には６月に受診券を送付しています
ただし、健康診査を予約している方は問診票と一
緒に送付します。　　　

無料

無料

400円

300円

検　診　名 検  査  内  容 対　象　者
（健康保険の種類は関係ありません）

超音波による骨密度検査

30歳以上
（バリウムでアレルギー反応のある方や腸閉
塞の既往がある方は受診をお控えください）

30歳以上
（特に65歳以上の方は受けましょう）

20歳以上の女性
（西暦奇数年生まれ）

胸部エックス線検査受診者で
喫煙歴が長く、たんがでる方など

30歳以上
小学３年生以上でエキノコックス検査

を５年以上受けていない方
40歳以上で過去に肝炎ウイルス検査

を受けたことがない方

40歳・45歳・50歳・55歳・60歳・
65歳・70歳の女性

（骨粗しょう症で治療中の方を除きます）

胃がん検診 胃バリウム検査

乳房エックス線検査
（マンモグラフィ）

＊ペースメーカーや豊胸手術を
している方は受けられません

40歳代

50歳以上
40歳以上の女性
（西暦奇数年生まれ）

対象者以外で希望する方は、実費負担1,020円で受診できます。71歳以上の方も、実費負担となります。

300円2,000円

課税世帯 非課税世帯又は70歳以上
の方又は生活保護受給者

料　　金

肺がん ・結核検診

大腸がん検診
※エキノコックス症検診
肝炎ウイルス検診
子宮がん検診

乳がん検診

骨粗しょう症検診

胸部エックス線検査
※喀たん検査（細胞診） 申込み不要

 便潜血検査
 血液検査 申込み不要

 血液検査
子宮頸部細胞診検査　

500円

1,300円

800円

1,230円

700円

1,800円

2,500円

2,100円

500円

300円

300円

300円

1,230円

300円

300円

300円

300円

300円
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健康診査申込書
記　入　例

★日程と健診種類

申込締切は、７月14日（金）必着です。

記入した申込書は、FAX（52-0638）または郵送する（自分で封書を組み立て、82円切手を貼る）か、市
保健係・南支所・各ふれあいサロン行政窓口に直接持参ください。
※各ふれあいサロン行政窓口開設日は、月・水・金曜日の午前９時から正午です。

※印の会場は、都合により使用できない場合、次のように変更となります。
  ８月２３日(水)南部コミュニティセンターは南部岳見町集会、楓集会所は楓生活館。９月４日(月)南清水沢生
活館は市民研修センター。

　●印のついている健診が受けられます

★申込み方法～折込の「健康診査申込書」（緑色）を提出してください

８月19日(土) 夕張市役所 午前
６：30～10：00

健診日程 会　場 受付時間

● ● ● ● ● ● ● ― ―

特　定
健診等胃がん

肺がん
結核

大腸
がん

エキノコ
ックス症

肝　炎
ウイルス

骨　粗
しょう症乳がん

子宮
がん

８月20日(日)

８月21日(月)

８月22日(火)

８月23日(水)

９月３日(日)
９月４日(月)

９月５日(火)

９月６日(水)

老人福祉会館（若菜）午前６：30～10：00 ● ● ● ● ● ● ● ― ―

鹿の谷生活館
午前
６：30～10：00 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
午後
１：00～２：30 ― ― ― ― ― ― ― ● ●
午前
６：30～10：00 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
午後
１：00～２：30 ― ― ― ― ― ― ― ● ●

市民研修センター
(清水沢)

午前
６：00～８：00 ● ● ● ● ● ● ● ― ―
午前
10：30～11：30 ● ● ● ● ● ● ● ― ―

※南部コミュニティセンター

午前
６：30～10：00 ● ● ● ● ● ● ● ― ―
午前
６：30～10：00 ● ● ● ● ● ● ● ― ―

農業研修センター（沼ノ沢）

市民研修センター
(清水沢)

午前
６：30～10：00 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
午後
１：00～２：30 ― ― ― ― ― ― ― ● ●

紅葉山武道館

紅葉山会館…乳・子宮のみ

午前
６：30～10：00
午後
１：00～２：30

●

―

●

―

●

―

●

―

●

―

●

―

●

―

●

●

●

●

※楓集会所

※南清水沢生活館
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健
康
ゆ
う
ば
り
21
　
肥
満
と
は
？
①

●専用申込書での申し込みを優先します。
　電話では聞き間違いなどが生じるおそれがあるため、申込書で確認しています。協力をお願いします。
　申込書は、本紙のほか、市保健係・南支所・各ふれあいサロンに置いています。
●申込みが早くても、必ずしも早い時間帯になるとは限りません。希望の時間帯がある場合は申込書の通
信欄にその旨を記入してください。（希望の時間に添えない場合があります。）

●託児を希望される方は、申込書の通信欄に□印を記入してください。

来年３月まで健診を受けることができます。各地域で行う健診とは料金が異なります。

健診の種類：特定健診、後期高齢者健診、健康増進法による健診
⇒申込先　直接診療所へ　☎52-4339

健診の種類：乳がん、子宮がん検診⇒市保健係へ連絡を　☎52-3106

肺がん結核検診、大腸がん検診、子宮がん検診、エキノコックス症検診、肝炎ウイルス検診、骨粗しょう症検診
⇒市保健係へ連絡を　☎52-3106

★申込みの注意事項

★医療機関で受けられる健診もあります。

★申込みされた方への問診票発送は、８月中旬頃の予定です。
★12月にも健診を実施します！広報ゆうばり11月号であらためて申込のお知らせをします。
　８・９月の健診では都合の合わない方などはぜひご利用下さい。予告！

12月19日(火) 市民研修センター（清水沢）午前７：30～11：00

健診日程 会　場 受付時間

● ● ● ● ● ● ● ― ―

特　定
健診等胃がん

肺がん
結核

大腸
がん

エキノコ
ックス症

肝　炎
ウイルス

骨　粗
しょう症乳がん

子宮
がん

《 夕張市立診療所 》

《 岩見沢市立総合病院 》

問合せ先　市保健係　℡52-3106
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肥
満
と
は

　

肥
満
と
は「
体
内
に
脂
肪
が
過
剰
に
蓄
積
し

た
状
態
」で
す
。

　

肥
満
者
は
世
界
中
で
増
加
し
て
い
ま
す
。肥

満
そ
れ
自
体
は
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、肥

満
に
関
連
す
る
健
康
障
害（
表
1
）を
伴
っ
て
い

る
場
合
は「
肥
満
症
」と
診
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れ
、減
量
を
中

心
と
し
た
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療
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

肥
満
の
判
定

　

手
軽
に
肥
満
度
が
分
か
る
指
標
と
し
て「
体

格
指
数（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）」が
あ
り
ま
す（
表
２
）。平

成
28
年
度
の
市
の
特
定
健
康
診
査
で
は
、肥
満

と
さ
れ
る
Ｂ
Ｍ
Ｉ
25
以
上
の
割
合
が
男
性

5
0・5
％
、女
性
1
8・2
％
で
あ
り
、男
性
の

約
半
分
が
肥
満
の
判
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

B
M
I
は
低
過
ぎ
て
も「
低
体
重（
や
せ
）」と

判
定
さ
れ
、Ｂ
Ｍ
Ｉ
22
が
最
も
疾
病
合
併
率
が

低
い
値
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｂ
Ｍ
Ｉ
を
計
算
し
た
こ
と
が
無
い
方
は
、ぜ

ひ一
度
自
分
の
肥
満
度
判
定
を
確
認
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

次
回
は「
内
臓
脂
肪
型
肥
満
」と「
皮
下
脂

肪
型
肥
満
」に
つい
て
説
明
し
ま
す
。

管
理
栄
養
士　

南　
　

綾　

香

表１
肥満の診断基準に必要な合併症

・2型糖尿病
・脂質異常症
・高血圧
・高尿酸血症、痛風
・冠動脈疾患（心筋梗塞、狭心症）
・脳梗塞（脳血栓症、一過性脳虚血発作）
・脂肪肝
・月経異常、妊娠合併症
・睡眠時無呼吸症候群、肥満低換気症候群
・整形外科的疾患（変形性関節症、腰痛症）
・肥満関連腎臓病

表2

肥満度判定表

（日本肥満学会）

BMIの求め方
BMI＝体重（㎏）÷身長（m）÷身長（m）

BMI 判　定
＜18.5

18.5≦～＜25
25≦～＜30
30≦～＜35
35≦～＜40
40≦

低体重
普通体重
肥満（1度）
肥満（2度）
肥満（3度）
肥満（4度）

※BMI35以上を高度肥満とする。
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新規事業

結婚新生活を始めるための費用を助成します！
７月３日（月）受付開始 夕張市結婚新生活支援事業

経済的な理由により結婚に踏み出せない低所得の方を対象に、婚姻に伴う新生活を開始
するための「住宅貸借費用」および「引越費用」を助成します。

平成29年７月３日から平成30年３月30日まで
※予算額に達した時点で受付終了となります。

■申込期間

24万円（補助対象経費が24万円に満たない場合はその実費とし、1,000円未満の端数は切捨て）

■補助上限額

市１階ロビー、市子ども・子育て支援係、南支所、各ふれあいサロン、文化スポーツセンター

■書類の配布場所

詳しい情報は、上記配布書類をご覧いただくか、市ホームページをご覧ください。
・市ホームページ＞くらしの情報＞住まい・生活＞結婚新生活支援事業

教育課子ども・子育て支援係（市役所３階15番）☎52－3168
※受付時間：午前８時45分から午後５時30分まで（土日・祝日を除く）

Ｑ レンタカーを借りて引越した場合や友人に
頼んで引越した場合は対象になりますか？

Ａ 対象とはなりません。引越業者または運送
業者による引越を行った場合が対象となり
ます。

Ｑ 再婚の場合も対象となりますか。
Ａ 補助要件を満たしていれば対象となりま
す。ただし、以前の婚姻で既にこの補助金
の交付を受けている場合は対象とはなり
ません。

■その他

■よくある質問

■問合せ先（申請窓口）

・平成29年４月１日から平成30年３月31日までの間に婚姻届を提出し、受理された世帯
・平成28年分の夫婦合算の所得が340万円未満の世帯（貸与型奨学金を返済している場
合や、申請時において無職の場合は所得の計算方法に特例がありますのでお問い合わせ
ください。）
・夫婦ともに補助対象期間内に貸借した夕張市内の住宅に現に居住し、その居住先が住民
基本台帳として記録されていること。
・生活保護による住宅扶助その他公的制度による家賃補助を受けていないこと。
・夫婦のいずれもが市税や貸借住宅に係る家賃等を滞納していないこと。
・夫婦のいずれもが夕張市暴力団排除条例に規定する暴力団員でないこと。

■対象世帯 次の条件を全て満たす世帯

・新規の住宅貸借費用（賃料、敷金、礼金、共益費、仲介手数料など）
・引越費用（引越業者または運送業者へ支払った実費）

■補助対象経費 平成29年１月１日から平成30年３月31日まで（補助対象期間）の転入
 または転居に係る次の経費
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後期高齢者医療制度のお知らせ
～平成29年度の保険料のお支払いと
　　　　　　　　保険証（被保険者証）の一斉更新について～

■ ７月に保険料額をお知らせします ■

◆ 保険料の軽減

◆ 保険料の減免

≪保険料の計算方法≫

①均等割の軽減（年額）

平成29年度の保険料につきましては、７月に個別にお知らせします。

※平成29年度から、均等割５割軽減・２割軽減の軽減判定所得が拡充されました。

※平成29年度から、所得割の軽減割合が「５割」から「２割」に変更されました。

＋ ＝
均　等　割

49,809円
【１人当たりの額】

１年間の保険料
【限度額57万円】

所　得　割

10.51％

【本人の所得に応じた額】
（平成28年中の所得ｰ33万円）×

（100円未満切り捨て）

○１年間の保険料の上限額は57万円です。
○年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。
※「所得」とは、前年の「収入」から必要経費（公的年金等控除や給与所得控除額など）を引いた
ものです。

●軽減は被保険者と世帯主の所得の合計で判定します。
●被保険者ではない世帯主の所得も判定の対象となります。
●65歳以上の方の公的年金などに係る所得については、さらに15万円を引いた額で判定します。

保険料のお支払いが困難な場合は、市市民課健康保険係へご相談ください。
災害、失業などによる所得の大幅な減少、その他特別の事情で生活が著しく困窮し、保険料
のお支払いが困難な方については、保険料の減免が受けられる場合があります。

③被用者保険の被扶養者だった方の軽減
●この制度に加入したときに被用者保険の被扶養者だった方については、所得割はかからず、
均等割が７割軽減となります。（49,809円－14,942円）

※被用者保険とは、協会けんぽなど、主にサラリーマンの方々が加入している健康保険のことで、市
町村の国民健康保険などは含まれません。

※平成29年度から、被用者保険の被扶養者だった方の均等割軽減割合が「９割」から「７割」に変更さ
れました。なお、所得の状況により、均等割の軽減割合が９割、または8.5割に該当することがあり
ます。

②所得割の軽減
●被保険者個人の所得で判定します。

所得が次の金額以下の方 軽減割合
所得から33万円を引いた額が58万円以下の方 2割軽減

所得が次の金額以下の世帯
33万円かつ被保険者全員が所得０円
（年金収入のみの場合、受給額80万円以下）

33万円

33万円＋(27万円×世帯の被保険者数)

33万円＋(49万円×世帯の被保険者数)

９割軽減

8.5割軽減

５割軽減

２割軽減

軽減割合 軽減後の年間均等割額
【年額】

【年額】

【年額】

【年額】

4,980円

7,471円

24,904円

39,847円
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○新しい保険証の有効期限は、平成30年７月31日までです。  
○紛失したときや、汚れたときは再交付しますので、市市民課健康保険係までお
申し出ください。

※この通知は皆様の受診状況についてお知らせする
もので請求書ではありません。

◆ 保険料のお支払い方法

「口座振替」を希望される方は、希望する下記の金融機関の窓口へ申し出ください

■ 保険証（被保険者証）が新しくなります ■
現在ご使用の保険証の有効期限が平成29年７月31日をもって満
了となるため、８月以降は使用できなくなります。
７月中に新しい保険証を交付しますので、お手元に届きましたら、
黄色の保険証をご使用ください。

■ 減額認定証（限度額適用・標準負担額減額認定証）も新しくなります ■
現在ご使用の減額認定証の有効期限が平成29年７月31日をもって満了となるため、８月以降
は使用できなくなります。有効期間は保険証と同じく１年間です。
引き続き交付対象に該当する方は７月中に減額認定証を交付しますので、８月１日からは橙色
の減額認定証をご使用ください。
新たに必要となる方は、下記の交付要件に該当することをご確認の
上、市市民課健康保険係へ申請してください。

広域連合では被保険者の皆様の医療費総額などについてお知らせする「医療費通知」を、対象期
間に医療機関などを受診した全ての被保険者の皆様へ送付します。
発送月は、９月と３月の年２回です。

新しい保険証は黄色です

新しい減額認定証は橙色です

（お申込みに必要なもの：お支払いする口座の預金通帳とお届け印）
・北洋銀行 ・北海信用金庫夕張中央支店 ・北海道労働金庫夕張出張所 ・夕張市農業協同組合 ・ゆうちょ銀行

減額認定証の交付対象…次の区分 Ⅱ または区分 Ⅰ に該当する方

【イメージ図】

区 分 Ⅱ ○ 世帯全員が住民税非課税である方
世帯全員が住民税非課税である方のうち、次のいずれかに該当する方区 分 Ⅰ
○ 世帯全員の所得が０円の方
　（公的年金収入のみの場合、その受給額が８０万円以下の方）
   ○ 老齢福祉年金を受給されている方

■ 医療費通知を全受診者へ送付します ■

◆ 医療費通知の活用について
○医療費の推移が一目でわかるため、ご自身の健康状態の把握や健康管理に活用できます。 
○健康診査など、皆様の健康保持・増進に役立つ情報をお知らせします。
○診療日数などに間違いがないか確認しましょう。
問合せ先
北海道後期高齢者医療広域連合
〒060-0062　札幌市中央区南２条西14丁目国保会館６階
電話　011-290-5601

市健康保険係 ☎52-3105
市賦課係 ☎52-3120

日数
１
１

診療区分
医療外来
調　剤

診療を受けた医療機関等
○○病院
××薬局

受診年月
H29年１月
H29年２月

医 療 費 総 額
18,000
10,000

28,000

自 己 負 担 額
1,800
1,000

2,800合　　　　計
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≪ 夕 張 市 の 財 政 状 況 ≫

【一般会計】

【公債費の残高】 【特別会計】

 ◆繰越明許費繰越額とは？

◆実質収支額とは？

年度内に完了が見込まれなかったため、翌年度に予算を繰り越して執行する事業
の財源の一部とするものです。

プラスになれば黒字、マイナスになれば赤字ということになります。
今回発生した黒字額(剰余金)は、法令により翌々年度までに黒字額の２分の１以
上の額を基金へ積立てることとなり、残りは国・北海道と協議を行いながら、新たに
発生した課題に対応するための財源として使い方を検討していくこととなります。
この黒字額は、今後歳入が減った時の備えとして、今は積み立てておき、将来積立
額が大きくなれば債務の返済にも充てることができ、財政再生計画期間の短縮にも
つなげることができます。したがいまして剰余金を安易に使うのではなく、引き続き
事業の必要性や緊急性などを十分検討しながら対応することとしています。

平成28年度各会計の決算見込みをお知らせします。
平成28年度決算は、各会計とも赤字が発生しないことが見込まれます。この結果は、市民の皆様のご理解、
さまざまなご協力やご支援によるものであり、黒字額の使い方は、引き続き事業の必要性や緊急性などを十分
検討しながら、国・北海道と協議を行い、適切に対応していくこととしています。

☎
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財
政
再
生
計
画
の
変
更
内
容

予
算
の
補
正
を
行
っ
た
会
計
と

　
　
　
　
　
　

  

補
正
予
算
額

歳　

入

◆
総
合
行
政
シ
ス
テ
ム（
国
民
年
金
）

改
修
、障
害
者
福
祉
シ
ス
テ
ム
改
修
、

交
通
問
題
対
策
及
び
結
婚
新
生
活
支

援
事
業
に
対
し
て
見
込
ま
れ
る
国
庫

支
出
金
の
増

計
画
変
更
額　
５
、０
６
８
千
円

◆「
幸
福
の
黄
色
いハ
ン
カ
チ
基
金
」及

び「
財
政
調
整
基
金
」か
ら
の
繰
入
金

の
増

計
画
変
更
額　
４
、２
３
２
千
円

◆「
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
」に

積
み
立
て
る
た
め
の
指
定
寄
附
金
収

入
の
増

計
画
変
更
額　
９
０
０
千
円

◆
要
支
援
児
童
生
徒
輸
送
用
車
両
購

入
に
対
し
て
見
込
ま
れ
る
地
方
債
収

入
の
増計

画
変
更
額　
３
、０
０
０
千
円

歳　

出

◆
指
定
寄
附
金
を「
幸
福
の
黄
色
い
ハ

ン
カ
チ
基
金
」へ
積
み
立
て
る
た
め
の
経

　

総
務
大
臣
あ
て
に
協
議
を
行
っ
た

「
夕
張
市
財
政
再
生
計
画
の
変
更〈
平

成
29
年
度
第
２
次（
６
月
）〉」に
つ
い

て
、総
務
大
臣
か
ら
同
意
が
得
ら
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
計
画
変
更
に
よ
る
財
政
再

生
計
画
期
間
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

同
意
が
得
ら
れ
た
変
更
の
主
な
内

容
を
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

費
の
増（「
夕
張
ま
ち
づ
く
り
寄
附

金
」を
充
当
）

計
画
変
更
額　
９
０
０
千
円

◆「
幸
福
の
黄
色
いハ
ン
カ
チ
基
金
」か

ら
の
繰
入
を
活
用
し
、指
定
寄
附
に
基

づ
き
、特
定
団
体
へ
の
助
成
を
実
施
す

る
た
め
の
経
費
の
増（「
幸
福
の
黄
色
い

ハ
ン
カ
チ
基
金
」か
ら
の
繰
入
金
を
充

当
）

計
画
変
更
額　
９
０
０
千
円

◆
国
民
年
金
法
に
基
づ
く
届
書
の
電

子
媒
体
化
及
び
様
式
統
一
化
の
た
め
、

シ
ス
テ
ム
改
修
す
る
た
め
の
経
費
の
増

（
国
庫
支
出
金
を
充
当
）

計
画
変
更
額　
１
、７
０
７
千
円

◆
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
報
酬

改
定
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
を
実
施
す

る
た
め
の
経
費
の
増（
国
庫
支
出
金
を

充
当
）

計
画
変
更
額　
２
１
６
千
円

◆
持
続
可
能
で
効
率
的
な
交
通
体
系

に
移
行
す
る
準
備
と
し
て
、バ
ス
乗
車

予
約
シ
ス
テ
ム
の
導
入
実
験
に
要
す
る

経
費
の
増（
国
庫
支
出
金
を
充
当
）

計
画
変
更
額　
１
、９
２
０
千
円

◆
低
所
得
者
を
対
象
に
、婚
姻
に
伴
う

新
生
活
を
開
始
す
る
た
め
の
住
宅
賃

貸
借
費
用
及
び
引
越
し
費
用
を
支
援

す
る
た
め
の
経
費
の
増（
国
庫
支
出
金

を
充
当
）

計
画
変
更
額　
２
、４
０
０
千
円

◆
市
立
診
療
所
の
故
障
し
た
ボ
イ
ラ

ー
給
水
加
熱
器
交
換
す
る
た
め
の
経

　

６
月
に
総
務
大
臣
の
同
意
が
得
ら

れ
た「
夕
張
市
財
政
再
生
計
画
の
変

更
」に
基
づ
き
、一
般
会
計
の
予
算
の
補

正
を
行
い
ま
し
た
。

補
正
前
の
予
算
額

１
０
、３
７
６
、４
１
２
千
円

６
月
の
補
正
予
算
額１

３
、２
０
０
千
円

補
正
後
の
予
算
額

１
０
、３
８
９
、６
１
２
千
円

問
合
せ
先　

市
財
政
係

☎
52
―
3
1
2
2

費
の
増計

画
変
更
額　
１
、１
８
８
千
円

◆
夕
張
メ
ロ
ン
輪
作
地
を
確
保
す
る
た

め
、緑
肥
作
物
栽
培
に
よ
り
水
田
遊
休

地
の
地
力
増
進
を
図
り
畑
作
適
地
に

誘
導
す
る
経
費
の
増

計
画
変
更
額　
８
０
０
千
円

◆
要
支
援
児
童
生
徒
を
輸
送
す
る
車

両
を
購
入
す
る
た
め
の
経
費
の
増（
地

方
債
を
充
当
）

計
画
変
更
額　
３
、１
６
９
千
円

問
合
せ
先　

市
財
政
係

☎
52
―
3
1
2
2

夕張市財政再生計画の変更（平成29年度第２次）と平成29年度補正予算の内容

『罪の声』塩田武士/著　講談社
　京都でテーラーを営む曽根俊也は、ある日父の遺品の中からカセットテープと黒皮のノート
を見つける。ノートには英文に混じって製菓メーカーの「ギンガ」「萬堂」の文字。テープを再生す
ると、自分の幼いころの声が聞こえてくる。それは、３１年前に発生して未解決のままの「ギン萬
事件」で恐喝に使われた録音テープの音声とまったく同じものだった。
　一方、新聞記者・阿久津英士は年末企画・昭和の未解決事件の特集のため「ギンガ萬堂事件」
を追う。
「グリコ・森永事件」をモデルにした長編小説。

　今年度は道立図書館の重点運営支援として新刊書の貸出しを受けています。
・がん消滅の罠（岩木一麻）・我ら荒野の七重奏（加納朋子）・幸せのプチ（朱川湊人）・鮪立の海（熊谷達也）・城をひ
とつ（伊東潤）・秋山善吉工務店（中山七里）・知らなかった、ぼくらの戦争（アーサー・ビナード）・クックパッドのお
いしい厳選！お菓子レシピ・探さない暮らし（Ｇｅｍｉｎｉ）・はじめての北の家庭菜園（大宮あゆみ）

問合せ先　市図書コーナー　☎５６－６６０１

広報ゆうばり　2017年7月号11



キ
ラ
リ
！
〜
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
〜

問
合
せ
先　

夕
張
高
校　

☎
59
―
７
１
１
０

集
団
行
動
発
表
会　

５
月
12
日

　

本
校
体
育
館
で
、集
団
行
動
発
表
会
を
行

い
ま
し
た
。先
月
か
ら
体
つ
く
り
運
動
と
し

て
、全
学
年
に
お
い
て
集
団
行
動
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。そ
の
成
果
を
発
揮
す
る
た
め
、

全
校
生
徒
の
前
で
学
年
ご
と
に
息
の
あ
っ
た

集
団
行
動
を
披
露
し
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ　

　
　
　
　
　

５
月
31
日
〜
６
月
１
日

　

第
２
学
年
19
名
が
、市
内
の
12
事
業
所
で

３
日
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ（
職
場
体
験
）を

行
い
ま
し
た
。生
徒
た
ち
は
、就
業
体
験
を
通

し
て
自
身
の
特
性
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、

「
働
く
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
」を
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

１
学
年
宿
泊
研
修　

６
月
１
〜
３
日

　

初
日
は
、午
前
に
帯
広
畜
産
大
学
を
、午

後
に
よ
つ
葉
乳
業
十
勝
主
管
工
場
を
見
学
し

ま
し
た
。夕
方
、日
高
青
少
年
自
然
の
家
に
到

着
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、昨
日
の
見
学
先
に
つ
い
て
班
ご

と
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。ま

春
季
避
難
訓
練　

６
月
６
日

　

６
校
時
目
に
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。今
回
の
訓
練
は
、火
災
が
発
生
し
た
場
合

の
避
難
経
路・消
火
方
法
を
知
り
、防
災
意
識

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。生
徒

の
避
難
、教
職
員
の
非
常
時
対
応
訓
練
、ど
ち

ら
も
大
変
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。　
　
　

　

夕
張
市
消
防
本
部
予
防
課
予
防
係
の

方
々
か
ら
は
、「
夕
張
高
校
が
更
に
魅
力
あ
る

高
校
と
な
る
た
め
に
、〝
防
災
〞と
い
う
意
識

を
持
って
今
後
の
生
活
を
送
って
欲
し
い
」と
い

う
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

　

６
月
５
日
、宿
泊
研
修
の
解
団
式
を
行
い
、

団
長
の
信
清
教
頭
先
生
か
ら
講
評
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。生
徒
た
ち
は
、研
修
で
の
成
長
を

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
同
時
に
、今
後
の

課
題
に
も
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

た
、生
徒
考
案
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン
で
汗
を
流

し
、野
外
で
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
作
り
に
も
挑
戦

し
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
、七
宝
焼
き
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

最
終
日
と
い
う
こ
と
で
、研
修
に
つ
い
て
各
々

が
振
り
返
り
、今
後
の
生
活
の
目
標
な
ど
を

ま
と
め
ま
し
た
。

　

２
泊
３
日
で
成
長
し
た
良
い
面
を
、今
後
さ

ら
に
伸
ば
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
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年
金
請
求
書
の
手
続
き

 
漏
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

７
月
11
日
か
ら
20
日
は

　
　

夏
の
交
通
安
全
運
動

リ
ン
デ
ン
コ
ー
ル

　
　
　

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

立
入
禁
止
区
域
へ
の

　
　
　

侵
入
は
違
法
で
す

市
民
健
康
講
座

「
認
知
症
に
つ
い
て
」開
催

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券・

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

　
　

 

無
料
受
診
券
に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
の

　
　
　
　

納
付
に
つ
い
て

　

保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
と
、将
来

の
年
金
や
障
害
年
金・遺
族
年
金
を
受

け
取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。も
し

も
の
時
に
後
悔
し
な
い
よ
う
納
期
内
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

　

納
付
が
困
難
な
方
は
保
険
料
の
免

除・納
付
猶
予
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

７
月
１
日
よ
り
、平
成
29
年
７
月
か

ら
平
成
30
年
６
月
分
の
免
除
申
請
を

受
け
付
け
ま
す
の
で
、市
市
民
係
ま
た

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
の
に

必
要
な
期
間（
受
給
資
格
期
間
）が

「
25
年
」か
ら「
10
年
」に
短
縮
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。日
本
年
金
機
構

で
は
、こ
れ
ま
で
に
対
象
と
な
る
方
に

黄
色
の
封
筒（
Ａ
４
サ
イ
ズ
）を
お
届

け
し
て
い
ま
す
。制
度
の
開
始
は
、平

成
29
年
８
月
１
日（
最
も
早
い
年
金
の

支
払
い
は
平
成
29
年
10
月
）で
す
。ま

だ
請
求
手
続
き
を
し
て
い
な
い
方
は
、

今
す
ぐ
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
に
電
話
を

し
て
予
約
の
上
、年
金
事
務
所
で
手
続

き
を
行
って
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0
―
05
―
1
1
6
5

日
本
年
金
機
構
岩
見
沢
年
金
事
務
所

☎
0
1
2
6
―
38
―
8
0
0
0

（
音
声
番
号
１
番
）

は
南
支
所
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。（
以
前
に
継
続
免
除
の
認
定
を
受

け
て
い
る
方
は
手
続
き
不
要
で
す
。）

申
請
に
必
要
な
物　

年
金
手
帳
、印

鑑
。失
業
し
た
方
は
、離
職
票
ま
た
は

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
。

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
、申
請
時
点
の

２
年
１
カ
月
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申

請
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ

の
期
間
の
免
除
も
希
望
す
る
方
は
、そ

れ
ぞ
れ
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
先　

市
市
民
係

☎
52
―
3
1
0
4

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
進
行

防
止
対
策
・
橋
本
病
重
症

患
者
対
策
医
療
受
給
者

証
、ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
進
行

防
止
対
策
医
療
受
給
者
証

更
新
申
請

　

が
ん
検
診
と
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の

受
診
促
進
を
目
的
と
し
、無
料
で
受
け

ら
れ
る
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
・

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
無
料
受
診
券
を
、

対
象
の
方
に
送
付
し
ま
す
。

　

無
料
ク
ー
ポ
ン
券・無
料
受
診
券
は

市
が
地
域
で
実
施
す
る
住
民
検
診
ま

た
は
市
が
指
定
す
る
医
療
機
関
な
ど

で
使
用
で
き
ま
す
。

使
用
期
限　

平
成
30
年
３
月
31
日

対　

象

◆
子
宮
頸
が
ん
検
診

　

平
成
28
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
29
年

４
月
１
日
ま
で
に
20
歳
に
な
っ
た
女
性

◆
乳
が
ん
検
診

　

平
成
28
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
29
年

４
月
１
日
ま
で
に
40
歳
に
な
っ
た
女
性

◆
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

　

平
成
28
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
29

年
４
月
１
日
ま
で
に
、40
歳
、45
歳
、50

歳
、55
歳
、60
歳
、65
歳
、70
歳
に
な
っ
た

方
で
、過
去
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を

受
診
し
て
い
な
い
方

※
平
成
29
年
４
月
20
日
現
在
の
市
民

の
方
を
対
象
に
送
付
し
て
い
ま
す
の

で
、平
成
29
年
４
月
21
日
以
降
に
市
に

と　

き　

７
月
25
日 

午
前
10
時
〜
午

後
３
時

と
こ
ろ　

市
役
所
２
階
ロ
ビ
ー

手
続
方
法　

保
健
所
か
ら
送
付
さ
れ

た
関
係
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

７
月
か
ら
９
月
の
期
間
は
、

岩
見
沢
保
健
所
と
岩
見
沢
保
健
所
由

仁
支
所
で
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、受
給
者
証
の
有
効
期
間
内
に
手

続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
特
定
医
療
費
受
給
者
証
、特
定
疾

患
医
療
受
給
者
証
に
つ
い
て
は
、10
月

か
ら
12
月
に
受
け
付
け
予
定
で
す
。

　

７
月
に
実
施
す
る
巡
回
脳
検
診
で
、

診
察
を
担
当
す
る
医
師
に
よ
る
、認
知

症
と
そ
の
予
防
に
つ
い
て
の
講
演
を
行

い
ま
す
。事
前
に
お
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。参
加
無
料
。

と　

き　

７
月
19
日　

午
後
３
時

と
こ
ろ　

市
民
研
修
セ
ン
タ
ー

申
込・問
合
せ
先　

市
保
健
係

☎
52
―
3
1
0
6

　

現
在
、丁
未
風
致
公
園
は一
部
区
域

の
み
開
放
さ
れ
て
お
り
、そ
れ
以
外
は

立
入
禁
止
区
域
で
す
。　

　

先
月
、丁
未
風
致
公
園
か
ら
立
入

禁
止
区
域
に
侵
入
し
、遭
難
す
る
事

故
が
あ
り
ま
し
た
。立
入
禁
止
区
域
へ

の
侵
入
は
、大
変
危
険
で
す
の
で
や
め

て
く
だ
さ
い
。入
る
こ
と
を
禁
じ
た
場

所
ま
た
は
、他
人
の
田
畑
に
正
当
な
理

由
が
な
く
て
入
っ
た
者
は
、軽
犯
罪
法

違
反
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
都
市
計
画
土
木
係

 

☎
52
―
3
1
5
9

と　

き　

７
月
22
日 

午
後
２
時
開
演

（
入
場
無
料
）

と
こ
ろ　

市
民
研
修
セ
ン
タ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム　

混
声
合
唱
、サ
ク
ソ
フ

ォ
ン
ソ
ロ
、テ
ノ
ー
ル
ソ
ロ
な
ど

問
合
せ
先　

川
村

☎
52
―
3
3
7
0

問
合
せ
先　

岩
見
沢
保
健
所
健
康
推

進
課
保
健
係

☎
0
1
2
6
―
20
―
0
1
1
5

転
入
し
て
、対
象
と
な
る
方
は
市
保
健

係
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
保
健
係

☎
52
―
3
1
0
6

セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
ゆ
う
ば
り

と　

き　

７
月
11
日 

午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　

清
水
沢
駅
前
公
園

　

観
光
や
夏
型
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
に
伴
う

事
故
防
止
・オ
ー
ト
バ
イ
に
よ
る
事
故

防
止
や
飲
酒
運
転
根
絶
を
図
る
た
め

夏
の
交
通
安
全
運
動
を
推
進
し
ま

す
。

　

終
了
後
、国
道
交
差
点
に
移
動
し

て
、街
頭
啓
発
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

７
月
13
日
は
飲
酒
運
転
根
絶
の
日

で
す
。わ
ず
か
な
お
酒
で
も
、運
動
能

力・判
断
能
力
を
鈍
ら
せ
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。ち
ょっ
と
だ
け
の
軽
い
気
持

ち
が
重
大
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
乗
ら
せ
な
い
」「
乗
せ
な
い
」「
飲
ま
せ

な
い
」を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先 

交
通
安
全
対
策
本
部
事

務
局（
南
支
所
）

☎
59
―
6
1
1
1
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教
育
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

夕
張
メ
ロ
ン
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

　
　
　
　

  

2
0
1
7
開
催

「
臨
時
福
祉
給
付
金

　
　
　
　
（
経
済
対
策
分
）」

　

７
月
18
日
申
請
受
付
終
了

高
校
生
夕
張
キ
ャ
ン
プ

　
　
　

 

2
0
1
7
開
催

◆
畠
山
哲
雄
の
油
絵
小
品
展

　
「
夕
張
の
四
季
」を
テ
ー
マ
に
し
た
、

夕
張
ゆ
か
り
の
画
家
畠
山
哲
雄
の
油

絵
小
品
展
で
す
。観
覧
無
料
。

と　

き　

７
月
４
日
〜
26
日 

午
前
８

時
45
分
〜
午
後
５
時
30
分

と
こ
ろ　

ふ
る
さ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー「
あ

ず
ま
し
い
」市
役
所
２
階

◆
保
育
園
児
の
作
品
展

　

市
内
の
保
育
園
４・５
歳
児
の
作
品

展
、テ
ー
マ
は「
水
族
館
」で
す
。観
覧

無
料
。

と　

き　

７
月
１
日
〜
20
日（
日
曜
休

館
） 

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

と
こ
ろ　

清
水
沢
地
区
公
民
館

◆
第
47
回
雪
月
花
展

　

歌
や
句
を
、書
と
生
け
花
で
表
現
す

る「
三
位
一体
の
美
」を
楽
し
む
展
覧
会

で
す
。観
覧
無
料
。

と　

き　

７
月
12
日
〜
15
日　

午
前

９
時
〜
午
後
６
時

と
こ
ろ　

市
民
研
修
セ
ン
タ
ー

◆
よ
く
飛
ぶ〝
竹
と
ん
ぼ
〞を
作
ろ
う

　

夏
休
み
中
に
竹
と
ん
ぼ
教
室
を
開

催
し
ま
す
。竹
と
ん
ぼ
の
他
に
も
い
ろ

い
ろ
な
工
作
が
で
き
、皿
回
し
体
験
も

で
き
ま
す
。小
さ
な
お
子
さ
ま
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
め
ま
す
。参
加
無
料
。

　

開
催
時
間
の
お
好
き
な
時
間
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。 

　

夕
張
市
で
は
、北
海
道
と
東
京
都
の

高
校
生
た
ち
の
健
全
育
成
を
目
的
に
、

平
成
24
年
度
か
ら「
高
校
生
夕
張
キ
ャ

ン
プ
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。今
年
は
、

７
月
24
日
か
ら
27
日
の
４
日
間
で「
夕

張
メ
ロ
ン
な
ど
農
産
物
の
流
通
体
験
と

現
地
交
流
活
動
」、８
月
に
は
高
校
男

子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動

を
実
施
し
、高
校
生
の
育
成
と
交
流
を

図
り
ま
す
。

問
合
せ
先　

高
校
生
夕
張
キ
ャ
ン
プ

実
行
委
員
会
事
務
局☎

52
―
3
1
7
0

◆
申
請
を
お
急
ぎ
く
だ
さ
い

　
「
臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策

分
）」を
受
給
す
る
た
め
に
は
申
請
が

必
要
で
す
。

　

支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
る

世
帯
に
は
、４
月
中
旬
に
申
請
書
類
を

送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、忘
れ
ず
に
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限　

７
月
18
日（
郵
送
の
場
合

は
、当
日
消
印
有
効
。）

※
受
付
期
限
を
過
ぎ
る
と
、申
請
を

辞
退
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

※
郵
送
の
場
合
は
、消
印
の
日
付
が
ポ

ス
ト
投
函
日
と
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
が
届
い
た
方
で
も
、支
給
対

象
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※「
給
付
金
の
対
象
に
な
る
と
思
う

が
、申
請
書
類
が
届
い
て
い
な
い
」な
ど

の
場
合
は
、問
合
せ
先
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。支
給
要
件
な
ど
、詳
し
く
は

広
報
ゆ
う
ば
り
４
月
号
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆〝
振
り
込
め
詐
欺
〞や〝
個
人
情
報

の
詐
取
〞に
注
意
！

　

申
請
内
容
に
不
明
な
点
が
あ
っ
た

場
合
、市
か
ら
問
合
せ
を
行
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、Ａ
Ｔ
Ｍ（
現
金
自
動
預

◆
保
険
料
につい
て

　

平
成
29
年
度
の
保
険
料
率
は
、昨
年

と
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
高
齢
受
給
者
証
につい
て

　

70
歳
か
ら
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加

入
者
に
交
付
し
て
い
る「
国
民
健
康
保
険

高
齢
受
給
者
証
」の
有
効
期
限
は
７
月

31
日
で
す
。８
月
１
日
か
ら
適
用
に
な
る

高
齢
受
給
者
証
は
７
月
下
旬
に
送
付
し

ま
す
。

◆
限
度
額
適
用
認
定
証
につい
て

　

高
額
な
外
来
診
療
や
入
院
時
に
使
用

す
る「
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認

定
証
」の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
で
す
。

引
き
続
き
限
度
額
適
用
認
定
証
が
必

要
な
方
は
、再
度
申
請
が
必
要
で
す
の
で

８
月
１
日
以
降
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き・と
こ
ろ

　

７
月
28
日　

午
後
１
時
〜
４
時

市
民
研
修
セ
ン
タ
ー

　

７
月
29
日　

午
前
９
時
30
分
〜
午

後
１
時　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先　

市
教
育
係

☎
52
―
3
1
6
6

払
機
）の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
や
、

支
給
の
た
め
の
手
数
料
な
ど
の
振
込
を

求
め
る
こ
と
は
、絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

も
し
、不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た

場
合
は
、す
ぐ
に
市
の
担
当
、ま
た
は

警
察
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
生
活
福
祉
係

☎
52
―
1
0
5
9

問
合
せ
先　

市
健
康
保
険
係

☎
52
―
3
1
0
5

保
険
料
に
関
す
る
こ
と　

市
賦
課
係

☎
52
―
3
1
2
0

　

道
内
外
の
ア
マ
チ
ュア
演
奏
家
に
よ
っ

て
構
成
し
た「
夕
張
メ
ロ
ン
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
2
0
1
7
」の
演
奏
会
を
開
催
し
ま

す
。入
場
無
料
。

と
き・と
こ
ろ

７
月
15
日　

公
開
練
習　

午
後
２
時

〜　

ホ
テ
ル
シ
ュー
パロ

７
月
16
日　

公
開
練
習　

午
前
９
時

〜　

ホ
テ
ル
シ
ュー
パロ

７
月
17
日　
コ
ン
サ
ー
ト　

午
後
１
時

30
分　

ホ
テ
ル
マ
ウ
ン
ト
レ
ー
ス
イ

問
合
せ
先　

メ
ロ
ン
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
事

務
局　

松
倉　
　

☎
59
―
3
0
0
4
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介
護
保
険
係
よ
り
お
知
ら
せ

地
域
安
全
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
　
　
　

ｉｎ
夕
張

◆
介
護
保
険
負
担
割
合
証
の
交
付

（
更
新
）に
つ
い
て

　

要
介
護（
要
支
援
）認
定
を
お
持
ち

の
方
全
員
を
対
象
に
発
行
し
て
い
る

「
介
護
保
険
負
担
割
合
証
」の
有
効
期

限
は
、７
月
31
日
で
す
。新
た
に
８
月
１

日
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
の「
介
護

保
険
負
担
割
合
証
」を
送
付
し
ま
す
の

で
、介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

際
に
、介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
や
施
設
へ

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
介
護
保
険
各
種
利
用
者
負
担
軽
減

認
定
の
更
新
に
つ
い
て

　

現
在
、介
護
保
険
各
種
利
用
者
負

担
軽
減
認
定（
介
護
保
険
負
担
限
度

額
認
定
、社
会
福
祉
法
人
等
利
用
者

負
担
軽
減
認
定
）を
受
け
て
い
る
方
の

有
効
期
限
は
年
７
月
31
日
で
す
。

　

現
在
、認
定
を
受
け
て
い
る
方
に
は
、

市
か
ら
の
更
新
の
お
知
ら
せ
を
送
付

予
定
で
す
。継
続
し
て
認
定
を
受
け
る

方
は
８
月
中
に
更
新
手
続
き
が
必
要

で
す
。

●
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定

　

介
護
保
険
施
設
に
入
所（
短
期
入

所
を
含
む
）し
て
い
る
方
の
食
費・居
住

費（
短
期
入
所
の
場
合
は
滞
在
費
）の

自
己
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。

対
象
者　

生
活
保
護
受
給
者
、本
人

お
よ
び
世
帯
全
員（
別
居
及
び
世
帯
分

離
し
て
い
る
配
偶
者
も
含
み
ま
す
。）

が
市
民
税
非
課
税
で
あ
り
、預
貯
金
な

ど
が
単
身
で
１
、0
0
0
万
円
、夫
婦

で
２
、0
0
0
万
円
以
下
の
方
。

※
平
成
28
年
８
月
か
ら
は
利
用
者
負

担
段
階
の
判
定
に
用
い
る
収
入
に
非

課
税
年
金（
遺
族
年
金
と
障
害
年
金
）

収
入
も
含
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
社
会
福
祉
法
人
等
利
用
者
負
担
軽

減
認
定

　

社
会
福
祉
法
人
な
ど
が
行
っ
て
い
る

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
方

の
利
用
料
の
自
己
負
担
を
軽
減
す
る

制
度
で
す
。

対
象
者　

生
活
保
護
受
給
者

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
で
、次
の
全

て
の
要
件
を
満
た
す
方
。

①
年
間
収
入
が
単
身
世
帯
で
1
5
0

万
円
以
下
、二
人
以
上
の
世
帯
に
つ
い

て
は
、世
帯
員
が一人
増
え
る
ご
と
に
50

万
円
を
加
算
し
た
額
以
下
の
方
。

②
預
貯
金
な
ど
の
額
が
、単
身
世
帯
で

　

文
教
施
設
が
集
中
す
る
清
水
沢
地

区
が
、北
海
道
の「
防
犯
活
動
推
進
地

区
」に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
な
る
防
犯
活
動
推
進
の
た
め
、

北
海
道
、栗
山
警
察
署
の
協
力
を
得

て
、講
演
会
や
パ
ト
カ
ー
体
験
乗
車
、白

バ
イ
展
示
、道
警
音
楽
隊
演
奏
会
を
開

催
し
ま
す
。

と　

き　

７
月
29
日　

午
後
１
時
〜

午
後
５
時（
予
定
）

と
こ
ろ　

夕
張
高
校

問
合
せ
先　

市
市
民
係

☎
52
―
3
1
0
4

3
5
0
万
円
以
下
、二
人
以
上
の
世
帯

に
つ
い
て
は
、世
帯
員
が
一
人
増
え
る
ご

と
に
1
0
0
万
円
を
加
算
し
た
額
以

下
の
方

③
自
宅
な
ど
日
常
生
活
の
た
め
に
必

要
な
資
産
以
外
に
資
産
を
持
っ
て
い
な

い
方
。

④
負
担
能
力
の
あ
る
親
族（
課
税
世

帯
）に
扶
養
さ
れ
て
い
な
い
方
。

⑤
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

※
新
た
に
社
会
福
祉
法
人
な
ど
の
行

う
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
始
め
た
方
や
介

護
保
険
施
設
に
入
所
し
た
方
は
、随
時

申
請
を
受
け
付
け
し
ま
す
の
で
、ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
介
護
保
険
係

☎
52
―
3
1
6
4

ニトリ北海道応援基金協賛

「ニトリゆうばり花火大会2017」

◆カラオケ大会参加者募集

問合せ先　夕張観光プロモーション推進協議会事務局（市まちづくり企画室） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ☎52―3128

マウントレースイスキー場の夜空に、約3,000発の花火が打ち上がります。
花火の前には、ビアガーデン・屋台村の出店の他、カラオケ大会・お楽しみ抽
選会もあります。先着１,500名様にキャップまたはぬいぐるみを配布します。
駐車場700台有。入場無料。※混雑状況により入場制限の場合有。

と　き ８月12日　※荒天時は８月13日に順延
 午後３時　ビアガーデン開始

 午後８時　花火打ち上げ開始（20分程度）

ところ ホテルマウントレースイスキー場

参 加 料 1,000円
定　  員 20名（応募多数の場合は、事前審査もしくは
 当日予選会有）
応募締切 ７月21日
応募方法 市まちづくり企画室および南支所にある応募用紙
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あいにくの小雨模様にも負けず、元気いっぱい頑張りました。

６月３日　ゆうばり小学校大運動会

自然と文化を学ぶ　地域次世代間交流事業開催
新しくなった夕張岳ヒュッテに宿泊し、鹿島林道ハイキング、夏の星座観察、川遊び、夕張岳体

験登山、流しそうめんなどを行います。

と　　き ７月22日正午～23日午後３時
と こ ろ 夕張岳ヒュッテ周辺、夕張岳（清水沢お買物公園駐車場に正午集合）
対　　象 小中高生（小学生は保護者同伴）
参 加 費 無料（成人のみの参加は1,000円）
募集人数 25名

問合せ・申込み先
　実行委員会事務局　☎（ＦＡＸ兼用）52－3306
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　今年から縦割りチームになったスポーツ大会。リレー、綱引き、大縄跳びにミニバレー。３学年が力を合わせ
て、熱戦を繰り広げました。

６月２日　夕張中学校スポーツ大会　夕張中学校

家族に見守られながら、一生懸命頑張りました。

６月18日　ユーパロ幼稚園運動会

秀品２玉が150万円で競り落とされました。８年連続で100万円以上と高い評価をいただきました。

５月26日　夕張メロン初競り
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自
衛
官
募
集

小
型
は
か
り
の
定
期
検
査

夕
張
市
霊
柩
自
動
車
の

　
　
　
　
　

廃
止
に
つ
い
て

野
生
大
麻・不
正
け
し

　
　
　
　
　
　

撲
滅
運
動

上
下
水
道
料
金
の

　
　
　

軽
減
制
度
に
つ
い
て

夕
張
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る

   

資
源
回
収
の
報
告
と
お
礼

南清水沢

本
保
か
え
で
ち
ゃ
ん

平
成
26
年
５
月
29
日
生
ま
れ

◆
自
衛
官
候
補
生（
男
女
）

対
象
年
齢　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

受　

付　

７
月
１
日
〜
９
月
12
日

※
男
子
の
み
通
年
募
集

◆
航
空
学
生（
男
女
）

受
験
条
件　

航
空
自
衛
隊　

高
卒
者
ま
た
は
高
専

３
年
次
修
了
者（
い
ず
れ
も
見
込
含
）

で
21
歳
未
満
の
者

海
上
自
衛
隊　

高
卒
者
、高
専
３
年

次
修
了
者
ま
た
は
大
学
４
年
次
修
了

者（
い
ず
れ
も
見
込
含
）で
23
歳
未
満

の
も
の

　

取
引
や
証
明
上
の
計
量
に
使
用
す

る「
は
か
り
」は
、検
査
に
合
格
し
た
も

の
で
な
け
れ
ば
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

次
の
日
程
で
検
査
を
行
い
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

市
の
霊
柩
自
動
車
は
、著
し
い
老
朽

化
の
た
め
維
持
が
困
難
と
な
り
、利
用

者
も
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、平
成

29
年
７
月
31
日
で
廃
止
し
ま
す
。

　

今
後
は
民
間
の
霊
柩
自
動
車
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
環
境
生
活
係

☎
52
―
3
1
0
8

　

近
年
、高
校
生
や
大
学
生
な
ど
若

年
者
に
よ
る
大
麻
の
不
法
な
所
持
や

販
売
、大
麻
の
種
子
か
ら
大
麻
を
不
正

に
栽
培
す
る
事
例
な
ど
が
報
告
さ
れ
、

薬
物
乱
用
の
拡
大
が
深
刻
な
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、け
し
の
仲
間
に

は
、麻
薬
成
分
を
含
む
た
め
栽
培
が
禁

止
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、

誤
っ
て
庭
先
な
ど
に
植
え
ら
れ
る
事
例

が
あ
り
ま
す
。

　

道
で
は
、平
成
29
年
６
月
１
日
か
ら

９
月
30
日
ま
で
の
４
か
月
間
を「
野
生

大
麻・け
し
撲
滅
運
動
」の
実
施
期
間

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
、

水
道
料
金
が
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、市
上
下
水
道
課
ま
で
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護
世
帯

◆
世
帯
主
が
身
体
障
害
者
手
帳（
１・

２
級
）の
交
付
を
受
け
た
方
、ま
た
は

知
的
障
害
者
の
療
育
手
帳（
Ａ
判
定
）

を
受
け
た
方
、ま
た
は
精
神
障
害
者

（
１・２
級
）の
判
定
を
受
け
た
方
で
、市

民
税
が
非
課
税
ま
た
は
均
等
割
課
税

だ
け
の
世
帯

◆
ひ
と
り
親
家
庭
で
、教
育
課
の
母
子

（
寡
婦
）世
帯
原
簿
な
ど
に
登
録
さ
れ
、

市
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
均
等
割
課

税
だ
け
の
世
帯

◆
要
介
護
度
４
ま
た
は
５
の
認
定
を

受
け
た
67
歳
以
上
の
高
齢
者
を
、自
宅

で
日
常
生
活
の
介
護
を
し
て
い
る
世
帯

◆
満
70
歳
以
上
の
単
身
世
帯
、ま
た
は

満
70
歳
以
上
の
方
が
い
る
世
帯
で
、同

居
す
る
親
族
が
65
歳
以
上
の
方
々
の
み

で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯
で
、市
民
税

が
非
課
税
の
世
帯

問
合
せ
先　

水
道
料
金
、引
越
手
続
な
ど　

お
客

様
セ
ン
タ
ー
窓
口（
市
役
所
１
階
市
上

下
水
道
課
と
な
り
）ゆ
う
ば
り
麗
水

株
式
会
社　
　
　

☎
53
―
2
0
1
1

そ
の
他　

市
上
下
水
道
課

☎
52
―
3
1
5
2

　

６
月
11
日
、夕
張
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
主

催
の
資
源
回
収
を
行
い
ま
し
た
。収
益

金
の
1
4
5
、6
8
9
円
は
、部
活
動

を
は
じ
め
本
校
の
教
育
活
動
に
活
用

し
ま
す
。ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、10
月
22
日
に
も
資
源
回

収
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

夕
張
中
学
校      

☎
59
―
7
3
4
0

人　口 8,593人(－19人)
　男 3,977人(  －6人)
　女 4,616人(－13人)

世帯数 5,016世帯(－14世帯)
（　）は前月比

※住民基本台帳法の改正に伴い、
　外国人住民が含まれています。

次
号
、広
報
ゆ
う
ば
り
８
月
号
は
、

８
月
１
日
に
配
布
し
ま
す
。

受　

付　

７
月
１
日
〜
９
月
８
日

◆
一般
曹
候
補
生（
男
女
）

対
象
年
齢　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

受　

付　

７
月
１
日
〜
９
月
８
日

※
詳
し
く
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力

本
部
恵
庭
地
域
事
務
所

☎
0
1
2
3
―
34
―
5
4
3
8

検
査
日
程

７
月
20
日 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
車
庫

７
月
21
日 

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

南
支
所
車
庫
、午
後
１
時
30
分
〜
３
時

消
防
署
紅
葉
山
分
団
詰
所

問
合
せ
先　

市
ま
ち
づ
く
り
企
画
室 

☎
52
―
3
1
2
8

と
定
め
、野
生
大
麻
の
発
見
や
除
去
に

努
め
、不
正
け
し
栽
培
の
防
止
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

大
麻
や
け
し
を
見
つ
け
た
ら
、ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

北
海
道
岩
見
沢
保
健
所

地
域
医
療
薬
務
係　

☎
0
1
2
6
―
20
―
0
1
0
2

平成29年6月1日　現在
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